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食糧供給や
洪水や水質の調節など、
様々な自然の恩恵を
受けられている

気温の上昇が
抑えられている

豊かな自然や
生き物を身近に感じられ、
人々の癒しとなっている

※これらイラストはあくまでイメージで、正確性を追求するものではございませんのでご留意ください。

誰もが快適な環境を
実感できている

資源・エネルギーの
循環が確立し
安定した生活が
おくれている

農作物、
海産物への

悪影響が出ている

気温が大幅に上昇し、
酷暑になる

身近なみどりが減少し、
癒し・心地よさが
失われている

資源・エネルギー
需要が増大し、
供給不足や

廃棄物の増加が
深刻化している

大規模な風水害が
増加している

「横浜の環境」の未来を考える0101
　気候変動や資源の枯渇など、未来に向けた課題が迫る中、今ここで考え、動き出すことで、
横浜の未来は大きく変わります。持続可能な社会の実現に向けて、私たちがどのような未来を望み、
どのような環境のための行動を起こすのかが問われています。

環境を大切にした未来
みんなで取り組んだら、きっとこんな未来になる

環境を大切にしない未来
みんなで取り組まなかったら、きっとこんな未来になる

未
来
の
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浜
の
環
境
は
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公害対策基本法
制定（1967）

公害国会（1970）

地球サミット（1992）
気候変動枠組条約
生物多様性条約

環境基本法制定（1993）
公害対策基本法と

自然環境保全法の一部を
盛り込んだ新たな法

COP3※３（1997）京都議定書採択
COP10（生物多様性条約）（2010）愛知目標

国連持続可能な開発会議（リオ+20）（2012）

COP21※３（2015）パリ協定
国連サミット（2015）SDGs採択

G7（2018）
海洋プラスチック
憲章採択

COP15
（生物多様性条約）
（2022）
生物多様性世界目標採択

気候変動に関する政府間パネル（2014）
IPCC　横浜開催

横
浜
市

国
・
世
界

4大公害の表面化
（1950年代）
イタイイタイ病・水俣病・
新潟水俣病・四日市ぜんそく

下水道法、
水質保全法、
工場排水規制法
制定
（1958）

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2015 2020 横浜の
環境の未来

市会に
公害対策委員会設置
（1970）

市民の森制度開始
(1971)

横浜市環境の保全及び
創造に関する基本条例
（1995）

環境モデル都市選定（2008）

環境未来都市選定（2011）
生物多様性横浜行動計画策定（2011）

SDGs未来都市選定（2018）

横浜グリーンエクスポ（2027）横浜市
環境管理計画策定
（1986）

※１ 産業活動を原因とする公害
※２ 都市化（人口集中等）による日常生活や
　　通常の事業活動に伴う公害
※３ 国連気候変動枠組条約締約国会議

©Expo 2027

市と企業が一丸となって公害対策に取り組
み、環境アセスメントの先駆けに。

公害防止協定(横浜方式)(1964)

水道技術支援でアフガニスタンへ初めて職員
を海外派遣し、国際協力を開始。以降、横浜の
都市のノウハウを生かし、現在まで各分野で幅
広く展開。

国際貢献開始(1973)
全国に先駆けて1961年に創設した市民参加
型の公園管理制度。現在では、市内の公園の
約9割に公園愛護会が結成されている。

公園愛護会が2,000団体超え(1999)

全国に先駆けて自然に配慮した川づくりを
開始。

多自然川づくり(1982)
市民・事業者・行政の協働により、目標とした
30％を大幅に上回る42.2％のごみ量を削減。

ごみ量の大幅な削減を達成(2009)
水源の１つである道志川の水質を守るため、
1916年に山梨県から山林を購入して管理を
開始。市民ボランティア団体との協働で道志
村の民有林整備も行っている。

道志水源林100周年(2016)

横浜みどり税を財源の一部に活用し、市民・事
業者・行政が協働で緑を保全、創出。

横浜みどりアップ計画策定(2009)
1871年に近代下水道を導入。高度経済成長
期には人口増加や開発で川や海の水質が悪
化したものの、公共下水道の整備や市民・企
業の努力により、市内の水環境は大きく改善。

横浜近代下水道導入150年(2022)

みなとみらい21地区が脱炭素先行地域に選
定。「公民連携で挑戦する大都市脱炭素化モ
デル」の構築を目指している。

脱炭素先行地域に選定(2022)

横浜の環境の歩みとその先へ
　私たちは、大気汚染や水質汚濁、ごみの処理など、さまざまな環境課題に向き合い、
力を合わせて取り組んできました。
その結果、私たちの意識と行動力－市民力－が大きな力となり、より良い横浜の環境をつくってきました。
　これまでの歩みは、横浜が未来に向けて挑戦を続けるための、確かな土台になっています。
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神奈川県HPより

高度経済成長に伴う産業型公害※1発生　都市生活型公害※2が顕著化　地球環境問題へ
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